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１．発明のタイトル 
  齧歯類における胚の遺伝子型決定方法 
 
２．研究・発明の概要 

再生医療や発生学研究の現場では、遺伝子導入した動物胚などのマウスの着床胚が使用されている

が、着床胚は小さく、解析のための子宮からの取り出しと分割には熟練と手技精度が必要である。 
分割して小さくなった胚をその後の実験用いると完全な胚を用いた場合に比較して解析精度が低

下し、分割後、解析したい細胞集団(将来特定の臓器になる)が含まれない側の胚を解析してしまう

可能性があり、着床胚に触れずに胚の遺伝子型を調べることが求められており、実験用マウスの胚

自体を傷つけることなく、その胚の遺伝子型を決定する方法の確立が必要である。そこで、今回、

発明者らは、マウスの着床胚に対して胚体を支持する母体組織の脱落膜（子宮の粘膜細胞に由来す

る、胚の着床後、胚を包み込むように増殖したもの）に着目し、解析・検証を行った。 
  
３．成果概要 
  齧歯類の母親の子宮内膜より採取した脱落膜の核酸配列を解析することで胚体を傷つけることな

く、胚の遺伝子型判定が可能であるか検証を行った。 
① 核酸配列が Y 染色体上の遺伝子であり、齧歯類のゲノムに含まれない遺伝子であることを特徴

とする遺伝子型決定方法である。  
② マウス胚を支持する母体組織、脱落膜および胚を解析に用いて、雌雄判別・トランスジーン（遺

伝子導入）の有無（成否）を判定できた。 
③ 脱落膜による遺伝子型決定の適応可能日齢の検討を行ったところ、脱落膜による遺伝子型決定

が対応できる発生段階は 8.5 日齢以上 11 日齢以下であれば確実である。 
以上により、胚の受精後 8.5 日齢以上 11 日齢以下で脱落膜の遺伝子型を検査することで、脱落膜

へ侵入した胚由来の胚体外組織を検出することにより胚の遺伝子型を決定できる。胚よりも大きな

脱落膜を操作・解析するため、熟練度を必要とせず、また胚を分割しないので胚中の細胞群につい

ても正確かつ安全な解析を行うことができる。 
  
４．適用分野・目標 
 実験動物開発分野、再生医療研究分野 

着床胚解析キットとして脱落膜から DNA 抽出から PCR による遺伝子発現まで一括して行いつ 
つ、その間胚を一時保存または同時にサンプル処理する実験キットやプロトコルでの活用 

 
５．今後の研究予定 
 ラットやその他の実験動物での検証や遺伝子解析に頻用される Cre マウス等を用いた検証。 
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６．本技術の特徴、企業へアピールしたい点（具体的に記載してください） 

１) 胚よりも大きな脱落膜を操作・解析するため、高い熟練度を必要としない。 
２) 胚を分割しないので胚中の如何なる細胞群についても正確かつ完全な解析を行うことができる。 
３) 胚の発育への影響を最小限とし、発育早期に胚の遺伝型を決定することができるだけでなく、 

妊娠動物の胎児の遺伝子型を提示することで妊娠動物や出産される仔の商品価値を向上させる 
ことができる。 
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